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第３期中期目標期間に係る業務の実績に関する評価結果 
国立大学法人筑波技術大学 

 

１ 全体評価 

 

筑波技術大学は、聴覚・視覚障害者のための高等教育に関する我が国の中心的役割を果

たすことを基本的目標として、社会自立できる産業技術・保健科学・情報保障学の専門職

業人を養成することを目指している。第３期中期目標期間においては、障害や専門性に即

したアクティブラーニングの手法によりグローバル社会に適応できる人材を育成するとと

もに、聴覚・視覚障害教育分野に関する国際的水準の研究を展開し、国内外の研究をリー

ドすることに加え、障害者の教育、支援に関する知見を広く国内外に発信し、障害者の能

力向上と社会のバリアフリー化、ユニバーサル化に寄与し、障害者の能力を十分発揮でき

る社会の実現に貢献することを目標としている。 
 中期目標期間の業務実績の状況及び主な特記事項については以下のとおりである。 
 顕著な成果 上回る成果 達成 おおむね達成 不十分 重大な改善 

教育研究             

  教育     ○       

  研究     ○       

  社会連携   ○         

  その他   ○         

業務運営     ○       

財務内容      ○     

自己点検評価     ○       

その他業務     ○       

 

（教育研究等の質の向上） 

 全国の高等教育機関に在籍する視覚障害学生が、自らの障害特性にあったメディアを入

手し、能動的に学習できる環境の提供を目的として、出版社と協力し、人文・社会系を主

とした国内初の大学教科書等の点訳書を 108冊完成させている。また、学生の海外派遣や

受入等の国際交流の推進、学生のグローバル教育の推進等を目的として、国際交流加速セ

ンターを設置し、海外の協定校への短期派遣や語学研修等を実施し、延べ 62名の学生を派

遣し、異文化交流や語学力の向上を図っている。 

（業務運営・財務内容等） 
熊本地震の際、被災した大学に対して、東北福祉大学、宮城教育大学、同志社大学、大

阪教育大学の４大学と連携し、筑波技術大学が独自に開発した聴覚障害学生が授業を受け

る際の支援システムである遠隔情報保障支援システムを活用した支援等を実施している。

また、災害時に緊急地震速報と連動した情報提示を行えるよう既存のCATVを活用した緊急

時文字情報提供システムを更新するとともに、災害の種類に応じて光が点滅する大学特有

の三色灯を更新する等、障害者支援を目的とした他大学の参考となる取組を実施している。 
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一方で、「財務内容の改善」に関する項目２事項について、「中期計画を十分には実施し

ていない」と認められることから、改善に向けた取組が求められる。  
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２ 項目別評価 

 

Ⅰ．教育研究等の質の向上の状況                          

 

＜評価結果の概況＞ 顕著な 
成果 

上回る 
成果 

達成 
おおむね

達成 
不十分 

重大な 
改善事項 

（Ⅰ）教育に関する目標   ○    

 

①教育内容及び教育の成果  ○     

②教育の実施体制   ○    

③学生への支援  ○     

④入学者選抜   ○    

（Ⅱ）研究に関する目標   ○    

 ①研究水準及び研究の成果   ○    

 ②研究実施体制等の整備   ○    

（Ⅲ）社会連携及び地域に関する

目標 
 ○     

（Ⅳ）その他の目標  ○     

 ①グローバル化  ○     

 
②保健科学部附属東西医学 

統合医療センター 
  ○    

 
（Ⅰ）教育に関する目標                              

 

１．評価結果及び判断理由 

【評価結果】中期目標を達成している 

（理由） 「教育に関する目標」に係る中期目標（中項目）４項目のうち、２項目が「中期目標を上回る成

果が得られている」、２項目が「中期目標を達成している」であり、これらの結果に学部・研究科

等の現況分析結果（教育）を加算・減算して総合的に判断した。 

 

２．各中期目標の達成状況 

1-1教育内容及び教育の成果等に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標を上回る成果が得られている 

（理由） 「教育内容及び教育の成果等に関する目標」に係る中期目標（小項目）２項目のうち、１項目が

「中期目標を達成し、優れた実績を上げている」、１項目が「中期目標を達成している」であり、

これらを総合的に判断した。 
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1-1-1（小項目） 

【判定】中期目標を達成し、優れた実績を上げている 

（理由） 中期計画の判定がすべて「中期計画を実施している」以上であり、かつ、中期計画の実施により、

小項目を達成している。また、特記事項を判断要素とし、総合的に判断した結果、「障害に配慮し

た学習支援」が優れた点として認められるなど「優れた実績」が認められる。 

 

＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 障害に配慮した学習支援 

聴覚障害学生に対しては、手話や資料配布等の視覚的情報を用いた指導を行うととも

に、開発した遠隔情報保障システムsw/UDP Connectorや「モバイル型遠隔情報保障シス

テム」等を用いた情報保障を実施している。視覚障害学生に対しては、点字・拡大文字

やカラー触図、教材のメディア変換等を用いた視覚情報を補う学習支援を行っているほ

か、学外実習の際にMN-Readという手法を活用して「見え方シート」を作成・利用する

ことで、学外者（外部実習機関の指導者等）に学生の障害状況（見え方）の理解を支援

し、円滑な学外実習の実施に結び付けている。（中期計画1-1-1-1） 

○ ICT学習教材による自主学習の推進 

ICT学習教材「こくしくん」を開発し、学生の自主学習等で活用している。本教材は

タブレット端末上で動き、検索機能を充実させることで、学習資料と教科書及び過去の

国家試験問題をリンクさせることが可能となっている。本教材の活用により、視覚障害

者が困難とされる検索の時間を大幅に減少させるとともに、拡大読書器がない場所でも

学習が可能となり、実質の学習時間を増加させることが可能となっている。（中期計画

1-1-1-4） 

 

（特色ある点） 

○ アクティブ・ラーニングの推進 

アクティブ・ラーニングによる授業を推進し、全授業の約９割（89.7％）において、

反転授業に向けた事前学習教材を提供する環境整備や問題解決型の授業の実施等、アク

ティブ・ラーニングの手法が導入されている。（中期計画1-1-1-5） 

○ キャリア教育の推進 

授業において、学生が「茨城県学生ビジネスプランコンテスト」に応募して期限と目

標を設定し、障害のある学生が自らチームワークを構築することで、社会参画の当事者

として提案ができる力を開発することを目指したキャリア形成支援を実施している。

（中期計画1-1-1-6） 

  



17筑波技術大学 
 

 
 

1-1-2（小項目） 

【判定】中期目標を達成している 

（理由） 中期計画の判定がすべて「中期計画を実施している」以上であり、かつ、中期計画の実施により、

小項目を達成している。 

 

1-2教育の実施体制等に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標を達成している 

（理由） 「教育の実施体制等に関する目標」に係る中期目標（小項目）が１項目であり、当該小項目が「中

期目標を達成している」であることから、これらを総合的に判断した。 

 

1-2-1（小項目） 

【判定】中期目標を達成している 

（理由） 中期計画の判定がすべて「中期計画を実施している」以上であり、かつ、中期計画の実施により、

小項目を達成している。 

 

＜特記すべき点＞ 

（特色ある点） 

○ 障害者教育に関する研修 

障害者の教育に必要な知識・技術を高めるための研修として、職員として求められる

基礎的素養を身に付け、教育の質の向上を図るため、基礎的な点字実技や視覚障害者へ

の支援方法を学ぶ視覚障害者支援研修、聴覚障害者への手話を用いたコミュニケーショ

ン能力の向上を図る聴覚障害者支援研修及びコミュニケーションサロン（CCサロン）を

開催している。（中期計画1-2-1-3） 

○ 新型コロナウイルス感染症下の教育 

新型コロナウイルス感染症の影響下における学生の学習機会を確保するための取組と

して、オンデマンド型ではなく双方向型によるリモート教育の実施、アカデミック・ア

ドバイザーによる学生支援及びクラス担当教員との情報共有等、従来から行ってきた障

害学生の特性に応じた教育・学生支援を活かして対応している。また、遠隔授業におい

て生じる課題については、定期的に学生・教員へアンケートを実施することで情報を収

集し、共有することで改善に役立てている。 

 

1-3学生への支援に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標を上回る成果が得られている 

（理由） 「学生への支援に関する目標」に係る中期目標（小項目）が１項目であり、当該小項目が「中期

目標を達成し、優れた実績を上げている」であることから、これらを総合的に判断した。 
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1-3-1（小項目） 

【判定】中期目標を達成し、優れた実績を上げている 

（理由） 中期計画の判定がすべて「中期計画を実施している」以上であり、かつ、中期計画の実施により、

小項目を達成している。また、特記事項を判断要素とし、総合的に判断した結果、「高い就職率と

国家試験合格率」が優れた点として認められるなど「優れた実績」が認められる。 

 

＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 高い就職率と国家試験合格率 

産業技術学部の平均就職率は98.1％を達成している。保健科学部保健学科鍼灸学専攻

においては、あん摩マッサージ指圧師の国家試験合格率が全国平均以上の水準となって

いる。同学科理学療法学専攻においては、平成28年度、平成30年度及び令和元年度にお

いて、国家試験合格率が100％となっている。（中期計画1-3-1-7） 

○ 障害学生の職域拡大に向けた支援 

学生のニーズに応じた多様な業種への就職支援を実施するために、就職講座への業界

研究等の内容の導入、就職担当教員による障害者に対する求人・求職状況についての情

報交換、企業向けの障害者雇用促進セミナーの開催等により、地方自治体への就職（11

名）やヘルスキーパーへの就職等、多様な業種（日本標準産業分類の業種のうち14種）

へ就職している。（中期計画1-3-1-8） 

 

（特色ある点） 

○ 障害特性に応じた支援体制の整備 

聴覚・視覚のみならず様々な障害に対して、特別支援委員会と保健管理センター、ク

ラス担当教員等の教職員間で情報共有を行い、学部長と担任教員による学生の特性に応

じた個別の対応等を実施することで、授業や学生生活上の課題にそれぞれ対応すること

のできる体制を整備している。（中期計画1-3-1-6） 

 

1-4入学者選抜に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標を達成している 

（理由） 「入学者選抜に関する目標」に係る中期目標（小項目）が１項目であり、当該小項目が「中期目

標を達成している」であることから、これらを総合的に判断した。 

 

1-4-1（小項目） 

【判定】中期目標を達成している 

（理由） 中期計画の判定がすべて「中期計画を実施している」以上であり、かつ、中期計画の実施により、

小項目を達成している。 
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（Ⅱ）研究に関する目標                              

 

１．評価結果及び判断理由 

【評価結果】中期目標を達成している 

（理由） 「研究に関する目標」に係る中期目標（中項目）２項目のうち、２項目が「中期目標を達成して

いる」であり、これらの結果に学部・研究科等の現況分析結果（研究）を加算・減算して総合的に

判断した。 

 

２．各中期目標の達成状況 

2-1研究水準及び研究の成果等に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標を達成している 

（理由） 「研究水準及び研究の成果等に関する目標」に係る中期目標（小項目）が１項目であり、当該小

項目が「中期目標を達成している」であることから、これらを総合的に判断した。 

 

2-1-1（小項目） 

【判定】中期目標を達成している 

（理由） 中期計画の判定がすべて「中期計画を実施している」以上であり、かつ、中期計画の実施により、

小項目を達成している。 

 

＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 学際領域での共同研究の推進 

学際領域での共同研究として、災害時に情報弱者となりやすい聴覚障害者への支援を

目的とした事業として「聴覚障害者を対象とした災害情報提供手法の実証的研究」を実

施している。スマートフォン等の携帯端末で文字・画像・映像により視覚的に災害情報

を伝達するシステムの開発を行い、災害情報配信実験を実施して、アンケート調査等に

よりシステムの有効性を確認している。（中期計画2-1-1-2） 

 

（特色ある点） 

○ オンライン授業用遠隔情報保障システムの開発 

T-TAC Caption（インターネット通信を利用して音声や映像データを発信し、情報保

障者が音声を文字データに変換して返信することで、聴覚障害学生が即時的に音声を文

字で確認できる遠隔情報保障システム）について、コロナ禍で広く普及されたオンライ

ン授業に活用しやすいようにT-TAC Caption2として再開発を行い、本システムの技術指

導を含むコンサルティングを丁寧に実施したことにより、令和３年度の利用機関は過去

最多の56大学等（利用時間9,162時間（令和元年度比3.7倍））となり、研究成果が他の

教育機関等における活用を通じて聴覚障害学生の学修環境の更なる向上に貢献してい

る。（中期計画2-1-1-1） 
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2-2研究実施体制等に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標を達成している 

（理由） 「研究実施体制等に関する目標」に係る中期目標（小項目）が１項目であり、当該小項目が「中

期目標を達成している」であることから、これらを総合的に判断した。 

 

2-2-1（小項目） 

【判定】中期目標を達成している 

（理由） 中期計画の判定がすべて「中期計画を実施している」以上であり、かつ、中期計画の実施により、

小項目を達成している。 
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（Ⅲ）社会との連携や社会貢献及び地域を志向した教育・研究に関する目標       

 

１．評価結果及び判断理由 

【評価結果】中期目標を上回る成果が得られている 

（理由） 「社会との連携や社会貢献及び地域を志向した教育・研究に関する目標」に係る中期目標（小項

目）が１項目であり、当該小項目が「中期目標を達成し、優れた実績を上げている」であることか

ら、これらを総合的に判断した。 

 

２．各中期目標の達成状況 

3-1-1（小項目） 

【判定】中期目標を達成し、優れた実績を上げている 

（理由） 中期計画の判定がすべて「中期計画を実施している」以上であり、かつ、中期計画の実施により、

小項目を達成している。また、特記事項を判断要素とし、総合的に判断した結果、「障害学生支援

に関する知見の提供」が優れた点として認められるなど「優れた実績」が認められる。 

 

＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 障害学生支援に関する知見の提供 

聴覚・視覚障害学生支援に関する知見を全国の高等教育機関等へ提供し、全国の高等

教育機関に在籍する聴覚・視覚障害学生に対する教育支援体制及び修学環境の向上に貢

献している。例えば、全国の高等教育機関で学ぶ視覚障害学生が、自らの障害特性にあ

ったメディアを入手し、能動的に学修できる環境の提供を目的として、出版社と協力

し、人文・社会系を主とした国内初の大学教科書等の点訳書を108冊（TOEICテスト公式

問題集の点字版等、令和元年度末現在）完成させている。（中期計画3-1-1-2） 

○ 学部・学科横断的な研究の実施 

工学やデザイン学等、学部・学科を越えた教員で構成する研究プロジェクトとして、

聴覚・視覚に障害を有する人たちがスポーツ観戦をリアルタイムで楽しみ、健常者とと

もにスポーツの感動を同時に享受するための情報保障を提供することを目指し、車いす

バスケットボール、 ブラインドサッカー等の障害者スポーツ等において、 筑波技術大

学が開発したシステム（ISeee TimeLine)を用いた情報保障実験を行っている。なお、

実験に参加した聴覚障害学生のアンケート結果から、ISeee TimeLineの有用性を確認し

ている。（中期計画3-1-1-6） 

 

（特色ある点） 

○ 特別支援教育への専門的支援 

全国の特別支援学校や通級指導教室等に対して実際の授業場面の指導に対するアドバ

イス等の教育に関する専門的知識や技術を提供し、聴覚・視覚障害児の指導を担当する

教員の専門性向上に貢献している。（中期計画3-1-1-3） 
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○ 障害者スポーツへの貢献 

東京オリンピック・パラリンピックに向けたブラインドサッカー日本代表チームのス

タッフとして、分析担当コーチ、ドクター及びトレーナーの計３名の教員を派遣し、

医・科学的サポート支援を行い、チーム力の向上に貢献している。（中期計画3-1-1-6） 
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（Ⅳ）その他の目標                                

 

（１）その他の目標 

１．評価結果及び判断理由 

【評価結果】中期目標を上回る成果が得られている 

（理由） 「その他の目標」に係る中期目標（中項目）２項目のうち、１項目が「中期目標を上回る成果が

得られている」、１項目が「中期目標を達成している」であり、これらを総合的に判断した。 

 

２．各中期目標の達成状況 

4-1グローバル化に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標を上回る成果が得られている 

（理由） 「グローバル化に関する目標」に係る中期目標（小項目）が１項目であり、当該小項目が「中期

目標を達成し、優れた実績を上げている」であることから、これらを総合的に判断した。 

 

4-1-1（小項目） 

【判定】中期目標を達成し、優れた実績を上げている 

（理由） 中期計画の判定がすべて「中期計画を実施している」以上であり、かつ、中期計画の実施により、

小項目を達成している。また、特記事項を判断要素とし、総合的に判断した結果、「グローバル教

育の推進」が優れた点として認められるなど「優れた実績」が認められる。 

 

＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ グローバル教育の推進 

学生の海外派遣や受入等の国際交流の推進、学生のグローバル教育の推進等を目的と

して、既存の国際交流委員会及び留学生センター設置準備室を改組し、平成29年度に新

たに国際交流加速センターを設置している。海外の協定校への短期派遣や語学研修等を

実施し、平成28年度から令和元年度までに延べ62名の学生を派遣し、異文化交流や語学

力の向上を図っている。また、海外の協定校からの短期留学生を受け入れており、令和

元年度に10名を受け入れている。さらに、毎年度国際シンポジウムを開催し、協定校の

研究者等を招へいして障害を題材とする講演やディスカッションを行うことにより、教

職員や学生のグローバル化への意識の醸成を図っている。（中期計画4-1-1-1） 

 

（特色ある点） 

○ 外国語学習の充実と異文化理解の促進 

「アメリカ手話（ASL）／英語サロン」（平成28年度から令和元年度まで延べ233名の

参加）、English Lounge（平成28年度から令和元年度まで延べ1,429名の参加）等を開設

するなど、学生が外国語やアメリカ手話に触れる機会を作り、海外留学への参加の促

進、語学力の育成及び異文化交流・異文化理解の促進を図っている。（中期計画4-1-1-

2） 
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○ 海外の視聴障害あん摩師の技能向上への貢献 

世界盲人連合アジア太平洋地域協議会（WBUAP）のマッサージ委員会が主催するマッ

サージセミナーや研修会に、教員を講師として派遣している。マッサージ療法の有効性

に関する臨床研究の成果及び眼精疲労や膝関節痛に対するマッサージ療法の臨床知見等

を紹介・指導し、 海外における視覚障害あん摩師の技能の向上に貢献している。（中期

計画4-1-1-4） 

 

 

4-2保健科学部附属東西医学統合医療センターに関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標を達成している 

（理由） 「保健科学部附属東西医学統合医療センターに関する目標」に係る中期目標（小項目）が１項目

であり、当該小項目が「中期目標を達成している」であることから、これらを総合的に判断した。 

 

4-2-1（小項目） 

【判定】中期目標を達成している 

（理由） 中期計画の判定がすべて「中期計画を実施している」以上であり、かつ、中期計画の実施により、

小項目を達成している。 

 

＜特記すべき点＞ 

（特色ある点） 

○ 東西医学統合医療の環境整備と実践 

東西医学統合医療センターでは、東洋医学と西洋医学の統合を目的とした学際的な院

内カンファレンス（COMPASS）を新たに開催し、医師や理学療法士をはじめとするメデ

ィカルスタッフ及び施術部門の鍼灸あん摩マッサージ指圧師が参加し、様々な専門分野

の知識と技術を共有することにより、統合医療を推進する環境が整備できているほか、

心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）の施設基準の認定を受けるなど、臨床研究の

萌芽につながる臨床フィールドを充実させている。 

また、同医療センターでは、軽度から中等症の心不全患者を主な対象としており、統

合医療の実践という観点から、必要に応じて鍼灸や手技治療も併用するなど、地域住民

の全身の健康管理を目標においている。（中期計画4-2-1-2） 

○ 医療サービスによる地域貢献 

「いきいき茨城ゆめ国体2019（第74回国民体育大会）」のメイン会場（ひたちなか

市）とバドミントン会場（石岡市）において、東西医学統合医療センター教員・補助

員、研修生がマッサージボランティア等の活動を行っている。（中期計画4-2-1-3） 
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Ⅱ．業務運営・財務内容等の状況                          

 

＜評価結果の概況＞ 顕著な 
成果 

上回る 
成果 

達成 
おおむね 
達成 

不十分 
重大な 

改善事項 

（１）業務運営の改善及び効率化   ○    

（２）財務内容の改善    ○   

（３）自己点検・評価及び情報提供   ○    

（４）その他業務運営   ○    

 
（１）業務運営の改善及び効率化に関する目標                    

①組織運営の改善 ②教育研究組織の見直し ③事務等の効率化・合理化 
 

【評定】中期目標を達成している 

（理由） 中期計画の記載15事項全てが「中期計画を上回って実施している」又は「中期計画を十分に実施

している」と認められるとともに、下記の状況等を総合的に勘案したことによる。 

 
＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 災害時等における障害学生支援への対応 

熊本地震の際、被災の大学に対して、筑波技術大学が中心となって東北福祉大学、宮

城教育大学、同志社大学、大阪教育大学の４大学と連携し、筑波技術大学が独自に開発

した聴覚障害学生が授業を受ける際の支援システムである遠隔情報保障支援システムを

活用した支援等を実施している。また、新型コロナウイルス感染症に対する障害学生支

援への相談対応として、他大学から聴覚障害学生への授業時のノートテイカー派遣に関

して感染防止の観点からルール作りをしたいとの相談を受け、自治体の意思疎通支援事

業における取組事例の紹介や情報提供を行うなど、自大学にとどまらず、幅広い障害学

生支援を行っている。 
 

（改善すべき点） 

○ 学士課程における学生定員の未充足 

学士課程について、学生収容定員の充足率が令和元年度から令和３年度において90％

を満たさなかったことから、学長のリーダーシップの下、定員の充足に向けた対応が望

まれる。  
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（２）財務内容の改善に関する目標                         
①外部研究資金、寄附金その他の自己収入の増加 ②経費の抑制 ③資産の運用管理の改善 
 

【評定】中期目標をおおむね達成している 

（理由） 中期計画の記載８事項中６事項が「中期計画を上回って実施している」又は「中期計画を十分に

実施している」と認められるが、２事項において「中期計画を十分には実施していない」と認めら

れること等を総合的に勘案したことによる。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
（法人による自己評価と評価委員会の評価が異なる事項） 

中期計画【78】ついては、法人が掲げる目標が達成されておらず、また、達成されなかったこ

とについての勘案すべき事情が認められないことから、「中期計画を十分には実施していない」と

判断した。 

 
＜特記すべき点＞ 

（優れた点）  
○ 科学研究費助成事業の推進 

学長裁量経費を活用した研究費の配分により、外部資金の獲得に結び付く研究プロジ

ェクトを推進しているほか、事務体制の強化による応募書類の確認を含めたきめ細かな

応募者へのアドバイスを通して、研究計画及び応募書類の質の向上を図るなどの取組を

実施したことにより、科学研究費助成事業の採択件数は52件、獲得額は7,579万円である。 

 

（改善すべき点）  
○ 中期計画を十分には実施していないと認められる事項 

「寄附者を拡大（５％増加）」（中期計画【76】）については、令和２年度に12％増加

となっているものの、中期目標期間のうち１年度のみの達成であることから、中期計画

を十分には実施していないと認められる。 

○ 中期計画を十分には実施していないと認められる事項 

「人件費を含む管理的経費を抑制し、一般管理費率を6.0％以内にする。」（中期計画

【78】）については、財務レポート等を作成し、全教職員が閲覧可能なグループウェア

に掲載するなど、コスト意識等を高める取組を行っているものの、令和３年度実績は、

8.2％となっており、中期計画を十分には実施していないと認められる。 

 

 

（３）自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標           
①評価の充実 ②情報公開や情報発信等の推進 
 

【評定】中期目標を達成している 

（理由） 中期計画の記載４事項全てが「中期計画を十分に実施している」と認められること等を総合的に

勘案したことによる。 
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（４）その他業務運営に関する重要目標                       
①施設設備の整備・活用等 ②安全管理 ③法令遵守等 
 

【評定】中期目標を達成している 

（理由） 中期計画の記載８事項全てが「中期計画を上回って実施している」又は「中期計画を十分に実施

している」と認められるとともに、下記の状況等を総合的に勘案したことによる。 

 

＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 障害者の安全に、より配慮した設備の整備 

聴覚と視覚に障害を併せ有する盲ろう学生に対して、本人のニーズを確認しながら、

点字ブロックや歩行誘導マットの敷設等、移動支援に関する整備を行い、学内のバリア

フリー化を進めている。また、天久保キャンパスにおいて、災害時に緊急地震速報と連

動した情報提示を行えるよう既存のCATVを活用した緊急時文字情報提供システムを更新

するとともに、災害の種類に応じて光が点滅する大学特有の三色灯（聴覚障害学生及び

教員に対し視覚的に情報を提供する装置）を更新するなど、障害者支援を目的とした他

大学の参考となる取組を実施している。これらの整備により、聴覚・視覚障害者に対す

る安全・安心で、かつ、利便性の高い教育環境の向上に貢献している。 

 


